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食育推進課 
 

「あいちの農林水産フェア」を開催します 
 

県民の皆さんに愛知県の農林水産業や農 

山漁村の文化に触れ、食育や地産地消につ 

いて楽しく学んでいただくため、「あいち 

の農林水産フェア」を開催し、新鮮な県産 

農林水産物やそれを使った加工食品などを 

販売します。 

今、話題のあいち戦国姫隊も出演する他、 

様々なイベントや千円以上の買い物をした 

方に先着順で景品をプレゼントするなど、 

家族揃って楽しめる内容となっています。  
 
１ 開催日時 

  平成２３年１１月１０日（木）～１５日（火） 午前１０時から午後７時まで 

                        （最終日は、午後5時30分まで） 
 
２ 会  場 

    丸栄 ８階 大催事場（名古屋市中区栄３－３－１） 
 
３ 内  容 

◇ＪＡグループ愛知等による安全・安心な県産農林水産物の紹介と販売 

  トマト、ぎんなん、れんこん、みかん、シクラメン、洋らん、切り花など 

◇県産農林水産物を活用した加工食品の紹介と販売 

 県産ミカン等を餡に使ったどらやき（フェア限定商品）、絹姫サーモンのにぎり

寿司（フェア限定商品）、三河の郷土食の五平餅、愛知県が誇る八丁味噌や守口

漬、全国的に有名な名古屋コーチンの焼き鳥など 

◇県産農林水産物を活用した企画 

フラワーウォーク、餅つき、漬物創作料理無料試食、菜種の搾油体験、食育検

定、豆腐作り体験、海苔炙り体験、松ぼっくりの工作、なごや産ジェラートコーナ

ー、野崎白菜紹介コーナー、ジビエ試食コーナー、三河の山里紹介コーナー 

◇あいち戦国姫隊の出演（11月13日（日）午後3時～午後3時30分） 
 
４ 入場料 

  無料 
 
５ 主  催 

  あいちの農林水産フェア実行委員会 

   （構成：愛知県、名古屋市、愛知県農業協同組合中央会、愛知県経済農業協同組

合連合会） 
 
６ 問い合わせ先 

   愛知県農林水産部食育推進課 消費・食品表示グループ  

電話052-954-6434（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ） 

情報サロン 



東三河農林水産事務所 

東三河地域のキャベツの生産動向について 

 
 豊橋市、豊川市、蒲郡市及び田原市の管内 4 市のキャベツの年間収穫量は約 21 万トンで

県全体の 9 割を占めています。豊橋市及び田原市は、昭和 43 年に通水した豊川用水によっ

て栽培が大いに伸展しました。用水通水前と後の豊橋市及び田原市（旧、田原町、赤羽根

町及び渥美町）の作付面積、収穫量を比較すると約 2 倍に急増しその後も徐々に増加して

います。豊川市は、豊川沿い、旧小坂井町地域などで 70ｈａほど作付けされていますが、

比較的規模が小さく、近年作付面積は減少傾向です。蒲郡市は、畑地が少なく、近年はほ

とんど作付されていません。（表参照） 

全国ベースでみると、キャベツは産地間リレーが明瞭な露地栽培野菜です。東京市場を

例にとると,夏から秋（7～10 月）にかけては、冷涼な気候を利用した群馬県、岩手県が主

産地となっており、冬（11～3 月）から春（4～6 月）にかけては、温暖な気候の愛知県、

神奈川県、千葉県が主産地となっています。東三河地域は冬を中心とした産地であり、1２

月～４月では全国の 6 割以上を占めていますが、近年は春夏作としての初夏どりキャベツ

（5、6 月収穫）が増えており、11 月～6 月まで長期間安定した出荷ができる産地となって

います。 

最近では、愛知産ブランドを知らしめるよう県内各産

地共通のダンボールを使用したり、生産安定と品質向上

を目指す品種の見直し、密植栽培による収穫増、省力・

低コスト化のための共同は種機の利用、農薬危害防止の

黄色い旗運動、加工・業務用ニーズに対応したパレテー

ナ（通称鉄コン）を活用した出荷、産地をあげてエコフ

ァーマーの認定を受け環境に配慮した生産に取り組む

など、時代を先取りした先見性や技術革新など産地のた

ゆまない努力が結実しています。 

豊橋市の市街地を過ぎ田原市内を車で小一時間走っても辺り一面はキャベツ畑で、この

地域が日本一の産地を標榜して当然という実感が湧き上がってきます。広大な地域一帯が

緑一色の景色になったのを見ると、心も癒されます。 

 
                                               

 
 
 
 
 
 
 
 
 

      表 キャベツの作付面積及び収穫量推移              （単位 ha, 百トン）  

年 Ｓ40～４２年 Ｓ50～52 年 Ｓ60～62 年 Ｈ7～9 年 Ｈ17～18 年 Ｈ21 年産 
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豊橋市 714  286 1465  558  1643 786 1547 782 2056 926  2020  789 

豊川市 261  93 334  114  244 88 113 39 68 26  68  28 

蒲郡市 13  4  5  2  3  1  1  - 1  - - - 

田原市 823  319 1549  701  2022 1057 1970 1084 2419 1316  2573  1280 

  資料 愛知県農林水産統計年報、Ｈ21 年産は業務資料      

地域トピックス 

収穫間近のほ場と黄色い旗（田原市） 



東京事務所 

 

「浅川芳裕氏、高橋がなり氏」これからの日本農業を熱く語る 
 

去る１０月１３日（木）に、国際農業資材ＥＸＰＯ（ＡＧＲＩＴＥＣＨ）が開

催されている幕張メッセ会場内において、「アグリテック特別講演」があり、農業

生産者を中心に農業資材の関係者など約４００人が参加しました。会場は満席で

この講演に対する関心の高さが伺えました。 

講演会の内容としましては、はじめに、（株）農業技術通信社専務取締役 浅

川芳裕氏より、「日本の農業と農家を強くするための８つのヒント」と題して講演

が行われました。 

浅川氏は、雑誌「農業経営者」の副編集長として編集に携わっておられるとと

もに、ベストセラーとなった「日本は世界５位の農業大国 大嘘だらけの食糧自

給率」をはじめ、「日本農業が必ず復

活する４５の理由」等数多くの本を

執筆されています。今回の講演は、

著書の内容を踏まえながら、東日本

大震災やそれに伴う原発事故で日本

人が注視している日本農業のゆくえ

をＴＰＰ参加問題とも絡めて話され、

浅川氏の唱える農業の生産性向上に

よる黒字化を進める農家への「個別

黒字化優遇制度」や「日本農業成長

８策」などを題材に解説されました。 

次に、「国立ファーム」（有）代表

取締役社長 高橋がなり氏より、「求められる生産物・選ばれる生産者」と題して

講演が行われました。高橋氏は、５年前に「国立ファーム」立ち上げ、農業に本

格参入しました。それまでは、マスコミ業界に身を置き、テリー伊藤プロデュー

サーのもとで働き、その後、ビデオ会社の社長を務めていたという変わり種です。 

「僕は農業改革の大穴です。」と言い

ながら、農業に対する自分のビジョン

を語られました。現在、国立ファーム

は、「山形ガールズ農場」、「国立ファー

ムソルトリーフ農場」等の生産から、

青果卸会社「国立ファーム有限会社」、

野菜レストラン「農家の台所」、八百屋

の「農家の台所青果店」等の消費まで

一貫して手掛け、入口から出口までの

農業改革を目指しているそうです。「も

高橋がなり語録

①農業を「カッコ良い」と思う価値観の創出

・農業をカッコ良くしなければ諸問題は解決し
ない。

・楽しくない仕事がカッコ良くなるはずが無い。

②「ものづくり」は人を喜ばせて、人に評価され
てはじめて喜びを感じる。

③日本の農家はクリエイターを目指すべき！

日本農業成長８策

⑧海外農場の進出支援

⑥農業の国際交渉ができる人材の育成または採用

④輸出の促進

②農家による作物別全国組合の設立

⑦若手農家の研修制度

⑤検疫体制の強化

③科学技術に立脚した農業ビジネス振興

①民間版・市民農園の整備

東日本情報 



講演会の様子 

のづくりがカッコ良いと思われる社会」を理念に、消費を見据えての農業改革に

ついてユーモアを交えながら熱く語られました。 

また、自分にしか創れないものを創りたいクリエイター農家を応援し、生産者

名が付加価値となる生産者ブランドを後押ししたいとのことで、生産者個人を認

知させるためのＰＲ活動として、農家に序列を付ける篤農家ランキングや農家ポ

スター、農家名刺の作成等を積極的に手掛けているとのことです。 

農業生産法人の「山形ガールズ農場」は、若い女性ばかりで運営する農場で、

メンバーになりたいという女性の求人倍率がなんと１０倍という人気の農場です。

将来は全国の農家の嫁として活躍できる人材を育成しているとのことです。 

今後、「国立ファーム」は、全国の篤農家と連携して全国にオンリーワンの農

場を設立していくそうです。 

最後に、国立ファームを

ビジョン無き企業の農業進

出と同じにしないでと訴え、

高橋がなり氏は、「農業改革

の兆しが見えるまでは、全

社員が逃げるか、全財産が

無くなるまでは逃げませ

ん！あと５年ぐらいは観察

していてください」と締め

くくりました。 

 

  



食育推進課 

愛知県卸売市場整備計画（第９次）の策定について 
 

  食の安全・安心への消費者の関心の高まりや卸売市場外流通の拡大など流通事情の変

化に対応するため、平成２７年度を目標として、生鮮食品等の卸売市場整備の方針とな

る愛知県卸売市場整備計画を、平成２３年８月３１日に策定しました。 

  この計画は、昭和４７年に第１次計画が策定され、今回は第９次計画となります。こ

こでは、第９次計画の概要を紹介します。 

   
１ 目標年度   
    平成 27 年度（初年度を平成 23 年度とする５年間、基準年度：平成 20 年度） 
 

２  卸売市場の適正な配置の方針 

整備計画(平成２７年度目標) 平成23年4月1日の市場数

 卸売市場法上の区分 整備計画上の区分 

 

 区   分 

 

 

中央 

市場 

地方 

市場 

規模未満 

市場 

合計

 

中央

市場

地方

市場

合計

 

中核

市場

拠点 

市場 

地区 

市場 

産地

市場

合計

 

総合市場   ２   ４    ６   ２   ７   ９   ２   ７     ９

青果市場  ２２   １ ２３  １１ １１    ２   ９  １１

水産物消費地市場   ４   １   ５    ２   ２    １   １    ２

水産物産地市場  １３   ４ １７  １１ １１    １１ １１

食肉市場   １   ２    ３   １   ２  ３   ２    １   ３

花き市場    ８   ９ １７    ３   ３   ２    １    ３

合    計   ３ ５３ １５ ７１   ３ ３６ ３９   ６ １０ １２ １１ ３９

※ 整備計画上の市場区分とその機能 

     中核市場：県内から隣県に至るまでの需要を担う卸売市場 

     拠点市場：各品目の流通圏における拠点となる卸売市場 

     地区市場：中核市場、拠点市場の補完的機能及び地場流通を担う卸売市場 

     産地市場：水産物を消費地へ出荷するための中継基地として主要漁港に設置する卸売市場 

   

３ 近代的な卸売市場の立地並びに施設の種類、規模、配置及び構造に関する指標 

  (1) 都市計画等との整合性が確保され、衛生上適切な立地であり、効率的な利用のた
め必要な施設であること。 

  (2) 品質・安全性への消費者の関心やコールドチェーンシステム構築の要望に応える
ため、衛生管理施設や低温卸売場等の品質管理の高度化、生産者や実需者のニーズ

に対応した加工施設等に資する施設の計画的配置や環境問題等の社会的要請に対応

する施設の整備に努めること。  
  (3) 卸売市場運営及び物流業務の効率化を図るため、ＩＴの活用、生産者や実需者と
連携した流通コストの削減等に努めること。  

西日本情報 



  (4) 流通事情の変化に柔軟に対応できる構造とすること。 
４ 卸売市場における取引及び物品の積卸し、荷さばき、保管等の合理化並びに物品の

品質管理の高度化に関する事項                                           
  (1) 売買取引は、公正かつ流通効率の高い方法により行うとともに、価格形成の透明
性を向上し、公正な取引を推進し、その結果の公開を図ること。 

  (2) 各市場において十分な議論を行いながら、卸売市場間の連携や消費者ニーズに応
える商品づくり等、市場活性化の取組み及び流通の効率化に努めること。 

  (3) 取引情報の記録を適切に行うとともに、トレーサビリティシステムの確立や食品
事故への適切な対応、コンプライアンスの徹底に努めること。 

  (4) 大規模小売業者等の優越的な地位の濫用により需給以外の要素で価格形成が行
われることのないよう、適正な取引環境の形成に努めること。  

  (5) 市場関係者は、温度管理による生鮮食料品等の鮮度保持、品質管理の責任者の設
置等を行い、ＨＡＣＣＰの考え方を採り入れた品質管理の高度化に取り組むこと。 

 
５ 卸売業者及び仲卸業者の経営の近代化の目標                        
  (1) 卸売業務の適正かつ健全な運営を確保するため、経営規模の拡大及び経営体質の
強化を図ることとし、市場内外の状況を踏まえ、合併や営業権の譲受けによる統合

大型化、市場を超えた卸売業者間の資本関係の構築や事業提携による連携の強化に

努めること。  
  (2) 仲卸業者等は、合併や営業権の譲受けによる統合大型化に加え、関係事業者間の
提携関係の強化を図り、大規模小売業者との対等な取引関係の構築や、経営再編に

よる経営合理化、共同配送等によるコストの削減に努めることとする。  
  (3) 卸売業者、仲卸業者に共通する事項として、実需者の多様なニーズに対応し、特

色ある地場産品や規格外品等の品揃えの強化や予約相対取引の活用による食品加

工業者等への定時・定量・定価格による安定的取引への積極的な対応に取組むとと

もに、実需者ニーズや産地情報の収集と提供の取組みを強化に努めること。 
  
６ その他卸売市場の整備を図るために必要な事項  
  (1) 卸売市場全体の経営戦略を確立し、市場関係者が一体となった市場運営の取組を

推進する。 

  (2) 循環型社会への対応や、多様化する消費者ニーズに対応するため、食品廃棄物、
包装容器のリサイクルなどの市場関係事業者の環境問題への取組。 

  (3) 災害時においても業務を継続するための体制整備と食の安全に係る事件・事故が
発生した場合における客観的事実や科学的根拠に基づく公正な取引の確保。 

  (4) 市民と卸売市場との交流を深めるため、「食育」や「花育」のイベント等の開催

やより高度で有用な情報の発信やシステムの開発など、市場機能の高度化に努める

こと。 



東京事務所 

 

ＪＦＩトレードフェアが開催される 
 

東京都中央卸売市場大田市場花き部の卸売会社フラワーオークションジャパ

ンは、１０月２１日（金）～１０月２２日（土）の２日間、商談会「ＪＦＩト

レードフェア」を市場内で開催しました。 

これから本格化する年末年始の商談を控え、全国各地から取引のある生産

者や生産者団体、業者などおよそ 100 社（切り花１７ブース、鉢物８５ブー

ス、その他８ブース）の出展があり、各社自慢の花きが所狭しと展示されま

した。 

両日とも午前中のセリの合間に多くの買参人等が訪れ、会場内はすれ違い 

が出来ないほどの盛況でした。この中で、印象に残った２つの出展を紹介

します。 

 まず、一つ目は、サボンドゥフルールという石けん素材で作られたフラワー

アレンジメント用の花です。２年ほど前から市場に出回っているそうで、フラ

ワーアレンジメント教室では新しいレッスン花材として使われています。その

特徴は、「①上質な香りがある」、「②

花の大きさが生花と同じ」、「③長く楽

しめる（枯れない）」、「④安全な製品

である」、「⑤花の色が思うように造れ

る」、「⑥蒸気で花びらを好みの大きさ

にできる」等です。サボンドゥフルー

ルが数個入ったパッケージはまるで、

エディブルフラワーと見間違う状態で

した。これからこの素材で新しいフラ 

ワーアートの世界がどのように広がっていくのか楽しみです。 

二つ目は、鉢物の大産地、埼玉県大里郡寄居町から出展された中島園芸で 

す。鉢植えで、ぶどう、いちじく、りんご、もも、木の実などの果樹を高級感

を持たせて演出したものばかりでした。これら商品のコンセプトは「どこでも

育てることができ、収穫の喜びを味わえること」だそうです。当日は、ＰＲと

して代表的な果実をジャムにして試食を行っていました。これまで果樹の鉢物

はありましたが、食べ方の提案まではなかったことから、価格低迷が続く鉢

物に一石を投じる試みとして、今後に注目したいと思います。 
 

 

 

※JFI（Japan  Floral  Industry）の略 

 豊明花き(株)、(株)FAJ など９社で構成する花き卸売グループの名称 

サボンドゥフルール 

フラワーページ 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：ぎんなん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２２年実績 ６７ ６２ １０３０ １０１７ 愛知 (９３％)
（９３％） 熊本 （ ４％）

鹿児島（ １％）
２３年見通し ８０ ８００

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

県内の主な産地は、稲沢市。台風の影響 これまでは、業務向けが出荷先の５０％を
はあまりなく、今年は例年に比べて、実付 占めていたが、景気の低迷により不振となっ
きが多く小玉傾向。 ている。
品種は藤九郎が主体。 今後、小袋での出荷を増やし、量販店向け
入荷量が多いため、価格は例年より下が に売り出していくことが望まれる。

る見込み。 それに伴って、量販店での試食宣伝会など
を開催していきたい。

○ 東京都中央卸売市場（品目：カリフラワー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) うち愛知産 （上位３産地）

２２年実績 ３９８ ３０ １９６ １８９ 新潟 (２２％)
(８％) 埼玉 （１９％）

茨城 （１４％）
２３年見通し ４１０ － １６０ －

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

新潟は出荷最盛期を迎え、順調な出荷が ブロッコリーの消費拡大の影響もあり、作
見込まれる。夏が暑く、秋の多雨の影響で 付面積の減少傾向が続いている。
茨城、埼玉など関東産の入荷が遅れて気味 愛知産は量は少なくなったものの昔からの
のものが１１月に増えてくる。 固定客が多く、品質も高く評価されている。
入荷量は前年をやや上回りで、価格は前 今後も、日量格差のない安定した出荷が望ま

年を大幅に下回る見込み。 れる。とにかくロットを確保し安定出荷をお
願いしたい。



名古屋・東京市場における青果物の１１月の見通し

１０月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ３８，６６１ 147 151 160 北海道 32%
１９年 ３６，８３１ 180 178 202 愛知 22%
２０年 ３６，５０２ 176 198 187 茨城 11%
２１年 ３５，３４６ 178 165 177 長野 7%
２２年 ３４，０８６ 227 241 211

５ ヵ年平均 ３６，２８５ － － －

２３年見通し ３５，１００ － － －

１８年 ２，５７２ 47 45 53 愛知 67%
１９年 ２，６０７ 60 59 71 千葉 15%
２０年 ２，５０７ 75 77 78 青森 6%
２１年 ２，３８２ 61 60 54 鹿児島 3%
２２年 ２，０２５ 122 121 86

５ ヵ年平均 ２，４１９ 71 70 68

２３年見通し ２，３００ 90 90 90

１８年 ２，５２９ 93 90 96 北海道 54%
１９年 ２，４２６ 114 112 131 愛知 21%
２０年 ２，６４１ 97 82 101 岐阜 11%
２１年 ２，１２２ 119 117 103 青森 7%
２２年 ２，１１１ 132 180 125

５ ヵ年平均 ２，３６６ 110 114 111

２３年見通し ２，０００ 160 160 160

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１５２
１８６
１８７
１７３
２２７

だ
　
い
　
こ
　
ん

４８
６３
７７
５９

１１０

７０

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

１８５

１９４
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地は北海道、愛知中心。台風の影響が
続いており、長野、東北地方などで大きく
被害が出ている。葉物は痛んでいるものが
多い。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

１６０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は愛知、千葉。北海道、青森は
今月で入荷が終了する予定。１１月の前半
は、台風などの影響で作業に遅れがあった
ため、入荷が少ない。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は大
幅に下回る見込み。

に
　
ん
　
じ
　
ん

９３
１１９
１０２
１１３
１４２

１１３

　主な産地は北海道、愛知。１０月前半
は、北海道と青森の残量があったが、出荷
量が増えなかった。愛知、岐阜では、台風
の影響で生育に遅れがみられる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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１０月２１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬
１８年 １３１，８０９ 157 156 173 茨城 21%
１９年 １２８，３８０ 194 196 216 北海道 18%
２０年 １２１，０９０ 201 210 216 千葉 17%
２１年 １２８，７６９ 185 173 190 埼玉 4%
２２年 １２１，３９５ 265 261 231 （愛知産比率 4%)

５ ヵ年平均 １２６，２８９ － － －
２３年見通し １２６，０００ － － －

１８年 １２，１３０ 37 36 44 千葉 59%
１９年 １３，６１３ 54 52 62 神奈川 14%
２０年 １１，６１１ 65 70 67 青森 14%
２１年 １２，２７６ 53 55 47 茨城 4%
２２年 １１，８７２ 137 120 79 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １２，３００ 69 66 60
２３年見通し １２，５００ 85 85 85

１８年 ７，８６１ 93 89 80 千葉 37%
１９年 ７，８３４ 118 120 120 北海道 36%
２０年 ７，２６４ 104 124 124 青森 10%
２１年 ７，８８７ 116 114 98 埼玉 5%
２２年 ６，９８９ 153 175 169 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ７，５６７ 116 123 117
２３年見通し ７，０００ 125 130 135

に
　
ん
　
じ
　
ん

８７
１１９
１１７
１０９
１６６
１１９

　北海道が終盤となり、千葉を中心とした
関東産地からの入荷が本格化する。北海道
はシーズン通じて天候に恵まれず若干切り
上がりが早くなる見込み。千葉は台風等の
影響で播き直し等があったが回復傾向。入
荷量は前年並が見込まれ、価格は高値の前
年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の
８５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。青森
産は遅れ気味で11月の出荷が増える見込
み。千葉を中心とした関東産地は作付け増
に加え台風の被害も軽微で順調な出荷が見
込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

　関東産地からの入荷が中心で、土物類は
前月に続き北海道からの入荷となる。昨年
は夏場の猛暑や豪雨の影響で高値で推移し
たが、今年は全般的に安定した出荷が見込
まれる。
　全体の入荷量は前年をやや上回り、価格
は前年を大幅に下回る見込み。

１３０  入荷量・価格の動き
 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２０１
２００

 前年及び本年の
 入荷量・価格の動き

だ
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こ
　
ん

３９
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６７
５２

１１０
６４

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１６２
２０２
２０９
１８２
２５２

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ３，９１２ 46 40 51 茨城 44%
１９年 ４，１１５ 61 59 54 愛知 38%
２０年 ３，９４２ 60 66 66 長野 16%
２１年 ３，６７９ 60 47 47 岐阜 2%
２２年 ３，８７３ 102 89 78

５ ヵ年平均 ３，９０４ 66 60 59

２３年見通し ３，７００ 90 85 80

１８年 ３，４８５ 42 34 40 愛知 63%
１９年 ３，６５１ 59 56 75 茨城 25%
２０年 ３，５００ 94 97 107 長野 4%
２１年 ３，３８４ 46 39 40
２２年 ２，９７６ 168 168 126

５ ヵ年平均 ３，３９９ 79 76 76

２３年見通し ３，２００ 90 90 90

１８年 ５４２ 204 244 260 愛知 65%
１９年 ４７５ 315 376 473 岐阜 16%
２０年 ３９６ 457 452 454 群馬 5%
２１年 ４４８ 404 267 449 福島 4%
２２年 ３７６ 479 526 477

５ ヵ年平均 ４４７ 359 361 414

２３年見通し ４００ 450 400 450

 前年及び本年の

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　産地は高冷地から、平坦地へ移行し、愛
知、茨城が中心。台風や冷え込みの影響
で、生育に遅れが見られるが、回復してき
ている。東三河地域では、年内の早いもの
に葉痛みが見られる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は、茨城、愛知。愛知では、高
齢化により作付面積が減少している。台風
の影響は少ないが、葉痛みが見られる。豊
田地域では上旬から、海部、尾張地域で
は、中旬から出荷が始まる。
　入荷量、価格ともに前年をやや下回る見
込み。
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６３
９９
４２

１５５

７７

９０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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６２

８５

 前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は愛知、岐阜。愛知では、台風
や水害の影響はあったが、１１月の出荷に
は間に合いそう。岐阜は１１月いっぱの出
荷となる見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。
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２３４
３７７

品
目
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　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

４５４
３５９
４９５

３７２
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬
１８年 １２，８２４ 23 21 34 茨城 84%
１９年 １２，７７９ 44 41 39 長野 10%
２０年 １２，８９７ 43 46 47 群馬 3%
２１年 １２，７５１ 43 38 34 北海道 1%
２２年 １３，４２１ 97 84 69 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 １２，９３４ 50 46 45
２３年見通し １３，０００ 55 55 55

１８年 １３，３９４ 40 35 40 千葉 36%
１９年 １２，９２３ 56 57 78 愛知 28%
２０年 １１，２７０ 86 90 107 茨城 14%
２１年 １３，８８８ 44 43 46 神奈川 6%
２２年 １１，３２４ 162 170 128 （愛知産比率 28%)

５ ヵ年平均 １２，５６０ 74 76 77
２３年見通し １１，８００ 75 75 75

１８年 ２，０４８ 256 269 318 群馬 45%
１９年 ２，０７４ 306 349 493 茨城 15%
２０年 １，７４９ 386 383 379 千葉 14%
２１年 １，７７１ 456 311 379 埼玉 10%
２２年 １，６４９ 503 542 441 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １，８５８ 374 365 402
２３年見通し １，７００ 420 400 380

３８３
３７３
４９６
３７６

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の
４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。群馬
は露地物で９月の降雨で遅れた分が11月に
入っても順調に出てくる見込み。茨城、千
葉、埼玉についても遅れも回復し順調な出
荷の見込み。入荷量は前年をやや上回り、
価格は高かった前年を大幅に下回る見込
み。
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１５４
７５
７５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　千葉を始めとする関東産地に愛知からの
入荷が始まる。近在産地は台風15号の影響
もほとんどなく順調な出荷が見込まれる。
愛知は台風15号で葉の擦れや根傷み若干発
生したが総体では生育順調。
　入荷量は少なかった前年をやや上回り、
価格は前年を大幅に下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野に代わり茨城からの入荷が中心とな
る。長野の残量は遅れがずれ込み多い見込
み。茨城は台風直後の低温を受け不作で小
玉傾向であるが今後の天候次第。入荷量は
前年をやや下回り、価格は高かった前年を
大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の

東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １，３０２ 276 304 292 北海道 20%
１９年 １，４３０ 346 340 396 富山 12%
２０年 １，４４１ 297 320 330 愛知 12%
２１年 １，４６８ 338 302 318 新潟 9%
２２年 １，２８２ 470 375 370

５ ヵ年平均 １，３８５ 344 327 341

２３年見通し １，４００ 330 330 330

１８年 ２，１２３ 112 74 114 兵庫 47%
１９年 １，８９８ 122 127 203 茨城 41%
２０年 １，４７２ 163 204 200 愛知 8%
２１年 １，５３２ 129 97 180 長崎 2%
２２年 １，４９６ 214 219 202

５ ヵ年平均 １，７０４ 144 138 176

２３年見通し １，６００ 180 150 130

１８年 １，３７２ 189 197 246 愛知 26%
１９年 １，２９８ 319 378 302 宮崎 20%
２０年 ２，３１６ 166 233 276 群馬 17%
２１年 １，０４７ 311 262 496 高知 12%
２２年 １，１００ 577 325 305

５ ヵ年平均 １，４２７ 283 271 312

２３年見通し １，１００ 380 350 320

品
目
名

３１６
３１９
３９４

３３６  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は北海道、富山、愛知。富山か
ら北海道にかけては、雪が降り始めるまで
の出荷となる見込み。大分では白ネギが中
心で、入荷量も潤沢。
　入荷量は、前年をかなり上回り、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

９９
１４５
１８８
１３１
２１２

１５０  前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は茨城、兵庫。茨城産は１０月
下旬までが出荷のピークで、兵庫産は台風
の影響で遅れがみられ、１１月下旬が出荷
のピークとなる。
　入荷量は、前年をかなり上回り、価格は
前年を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は愛知、宮崎。夏秋ものは抑制
栽培が中心だったが、１１月上旬で入荷も
終わる。その後、中下旬にかけて、愛知と
宮崎からの入荷が始まる。
　入荷量は、前年並で、価格は前年をかな
り下回る見込み。

２８３

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬
１８年 ６，０１９ 187 216 225 青森 19%
１９年 ５，６４２ 269 277 327 秋田 12%
２０年 ６，１５５ 232 192 224 新潟 10%
２１年 ５，７８２ 252 236 250 茨城 10%
２２年 ５，４１３ 436 289 295 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５，８０２ 272 240 263
２３年見通し ５，６００ 220 230 240

１８年 ７，６９３ 96 67 104 茨城 64%
１９年 ７，４４６ 107 118 180 兵庫 12%
２０年 ６，１４９ 141 180 176 静岡 5%
２１年 ６，９８６ 109 86 154 香川 4%
２２年 ６，５５８ 187 224 197 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ６，９６６ 126 131 160
２３年見通し ６，６００ 135 130 125

１８年 ５，１９５ 195 202 263 埼玉 35%
１９年 ５，０６８ 293 365 305 群馬 18%
２０年 ４，１７３ 563 446 368 宮崎 17%
２１年 ４，７２６ 292 262 507 茨城 9%
２２年 ４，７１７ 533 338 316 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ４，７７６ 366 318 349
２３年見通し ４，７００ 320 360 340

２０９
２９１

ね
　
　
 
　
ぎ

き
　
ゅ
　
う
　
り

２１７
３２１
４５８
３４３
３８５

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の
３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地に加えて西南暖地からの入荷が
増加してくる。埼玉の生育は台風15号の影
響で浸水、樹の疲れがあり生育は遅れ気味
で量的には少ない。逆に西南産地は順調。
入荷量は前年並みで、価格は前年をかなり
下回る見込み。

３３９

 前年及び本年の
１３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城からの入荷が中心。茨城の生育は台
風15号以降の一時的な低温で生育遅れが生
じたが回復に向かっている。兵庫の生育は
概ね順調。香川は定植遅れはあるものの作
柄は良好。
　入荷量は前年並みで、価格は高かった前
年を大幅に下回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

８８
１３０
１６５
１１３
２０３
１３７

 前年及び本年の
２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森はピークを過ぎ、関東産地からの入
荷が本格化してくる。青森は遅れものが11
月にずれ込む見込み。新潟は中旬まで潤沢
な出荷が見込まれる。茨城の生育は台風15
号により葉のスレ等があったが回復に向
かっている。入荷量をやや上回り、価格は
高かった前年を大幅に下回る見込み。

２１５
２４６
３３７
２５７

品
目
名

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ６１１ 233 285 334 熊本 52%
１９年 ５８０ 308 309 371 愛知 43%
２０年 ４９０ 305 430 376 高知 3%
２１年 ５１２ 292 336 366 徳島 1%
２２年 ５１６ 321 368 333

５ ヵ年平均 ５４２ 290 342 355

２３年見通し ５５０ 320 320 320

１８年 １，０３９ 285 319 373 愛知 32%
１９年 ８６２ 424 342 564 熊本 32%
２０年 ７９０ 317 445 502 三重 15%
２１年 １，０５８ 230 183 259 岐阜 9%
２２年 ７７６ 456 524 380

５ ヵ年平均 ９０５ 334 349 406

２３年見通し ８００ 450 400 420

１８年 ２３０ 572 604 663 愛知 49%
１９年 ２００ 790 829 836 熊本 39%
２０年 １７７ 587 879 954 和歌山 5%
２１年 ２７６ 480 442 415
２２年 ２１３ 900 895 663

５ ヵ年平均 ２１９ 655 705 679

２３年見通し ２２０ 700 650 600

な
　
　
　
　
す

２７８
３２６
３６８
３２９
３４３

３２７  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は、熊本、愛知中心。愛知産は三河
地域が中心で、生育にやや遅れが見られる
ものの、入荷は順調。熊本産は台風の影響
も少なく順調。
　入荷量は、前年をかなり上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３２２
４２７
４１０
２１９
４５１

３５５  前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は愛知、熊本。１０月上旬から
冷え込み、色つきが悪く、玉なりもあまり
良くないため、年内の出荷量は少ない。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

６１３
８１６
７８６
４４５
８０６

６７３  前年及び本年の

６５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は愛知、熊本。作付面積は微増
している。初期の着果はよくなかったが、
今は良好。１１月中旬から出荷がピークと
なる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し
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目
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※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬
１８年 ２，７６０ 247 298 369 高知 59%
１９年 ２，９４１ 234 268 396 福岡 15%
２０年 ２，３２９ 306 394 389 栃木 5%
２１年 ２，１９９ 309 384 430 群馬 4%
２２年 ２，３９７ 322 405 391 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ２，５２５ 280 344 394
２３年見通し ２，５００ 350 350 350

１８年 ５，７７８ 290 299 368 熊本 34%
１９年 ４，７９２ 388 355 568 千葉 18%
２０年 ４，２７６ 325 451 513 愛知 15%
２１年 ６，３２１ 246 191 275 茨城 14%
２２年 ４，６３１ 470 535 398 （愛知産比率 15%)

５ ヵ年平均 ５，１６０ 336 350 412
２３年見通し ４，８００ 440 420 400

１８年 １，１２１ 497 498 597 愛知 27%
１９年 ９８０ 702 710 798 熊本 24%
２０年 ８９６ 535 777 888 千葉 15%
２１年 １，３７０ 429 365 438 茨城 8%
２２年 ９５０ 905 903 627 （愛知産比率 27%)

５ ヵ年平均 １，０６３ 597 622 647
２３年見通し １，１４０ 680 680 680

品
目
名

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の
６８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地と愛知、熊本からの入荷が中心
となる。愛知は昨年は猛暑影響で少なく
なったが今年は順調な出荷が見込まれる。
熊本についても生育は順調である。千葉、
茨城につても同様の傾向。入荷量は前年を
大幅に上回り、価格は高かった前年をかな
り下回る見込み。

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

５２８
７３４
７２１
４０８
８０１
６１６

 前年及び本年の
４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地に加え、西南暖地と愛知からの
入荷が本格化する。熊本は８月後半の天候
不順の影響で着果にバラつきが目立つ。千
葉は台風後の低温の影響で出荷は少なめ。
愛知は夜温は低いが日射量が多く生育順
調。入荷量は前年をやや上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

ト
　
　
マ
　
　
ト

３１５
４１８
４１９
２３２
４６８
３５８

 前年及び本年の
３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地にかわり、西南暖地からの入荷
が本格化する。高知の生育は順調で前進傾
向、安定的な出荷が期待できる。福岡も生
育順調。栃木は台風の影響から回復傾向。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

な
　
　
　
　
す

２９７
２８６
３５９
３６７
３７２
３３２

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ６３３ 208 177 196 鹿児島 39%
１９年 ５２３ 398 317 325 宮崎 37%
２０年 ４６９ 251 323 428 高知 10%
２１年 ４６５ 416 345 357 茨城 8%
２２年 ４７９ 380 418 382 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ５１４ 324 307 328

２３年見通し ４７０ 390 380 380

１８年 ３，３０７ 90 99 92 北海道 93%
１９年 ２，９３１ 75 81 79 長崎 7%
２０年 ３，２８４ 77 85 79 愛知 0%
２１年 ２，９３４ 104 102 117 0 0%
２２年 ２，８１２ 137 152 127 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ３，０５４ 96 103 98

２３年見通し ２，９００ 110 110 110

１８年 ５，８７３ 75 74 74 北海道 91%
１９年 ５，６３６ 65 62 66 アメリカ 7%
２０年 ５，６８９ 69 67 61 中国 1%
２１年 ５，５６５ 85 86 74 兵庫 1%
２２年 ５，１６１ 100 124 123

５ ヵ年平均 ５，５８５ 78 82 79

２３年見通し ５，３００ 100 100 100

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

１９３
３４９
３２６
３７５
３９３

３１９  前年及び本年の

３８３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は鹿児島、宮崎。茨城産は、震
災以降雇用の確保が難しく、高値で推移し
ている。抑制ものは出荷も順調だが、販売
価格が厳しい。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をわず
かに下回る見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

９４
７８
８０

１０７
１３８

９８  前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は北海道、長崎。北海道は産地
によって、天候の影響が出ている。１１月
後半から長崎の入荷が始まる見込みで、生
育も順調。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７４
６４
６５
８１

１１５

７９  前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は北海道。産地により生育状況
にばらつきが見られる。北見では平年通り
だが、富良野から札幌地域では、不作と
なっている。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬
１８年 ２，２１６ 182 153 154 茨城 58%
１９年 １，９３１ 386 288 309 宮崎 15%
２０年 １，７０８ 235 313 427 高知 13%
２１年 １，７６０ 437 269 298 鹿児島 9%
２２年 １，６５３ 374 418 366 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 １，８５４ 317 280 302
２３年見通し １，７００ 320 310 300

１８年 ６，９０４ 108 106 107 北海道 98%
１９年 ７，５８３ 86 88 86 長崎 2%
２０年 ７，７０４ 90 91 95 0 0%
２１年 ７，２８１ 123 127 131 0 0%
２２年 ７，０９４ 154 157 155 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ７，３１３ 112 113 114
２３年見通し ６，９００ 125 125 125

１８年 １０，０６５ 86 83 84 北海道 83%
１９年 １０，５１８ 69 70 72 米国 12%
２０年 ９，７２８ 76 76 75 中国 5%
２１年 ９，４７２ 98 99 103 兵庫 1%
２２年 １０，０９６ 135 137 145 （愛知産比率 -%)

５ ヵ年平均 ９，９７６ 93 93 96
２３年見通し １０，０００ 90 90 90

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の
９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　春先まで北海道中心の入荷が続く。早生
種から中晩生種へと切り替わる。道内地域
によって作柄はまちまちで、一部で雹害に
あった産地もあった。
　総体の入荷量は輸入物の関連もあるが前
年並が見込まれ、価格は高騰した前年を大
幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

８４
７０
７６

１００
１３９
９４

 前年及び本年の
１２５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。定植遅
れ、低温、降雨等の影響で総じて小玉傾向
となっているが、空洞化等は少なく正品率
は高い。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
高騰した前年を大幅に下回るものの堅調な
動きとなる見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１０７
８７
９２

１２７
１５５
１１３

 前年及び本年の
３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城に加えて西南暖地からの入荷が始ま
る。茨城は生育は順調。宮崎は一部で定植
遅れがあるものの生育は概ね順調。高知も
安定的な作柄で順調な出荷が見込まれる。
　入荷量は前年並み、価格は高かった前年
を大幅に下回る見込み。

ピ
　
ー
　
マ
　
ン

１６３
３３０
３１９
３３２
３８８
２９９

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 １４，４９６ 275 274 283 フィリピン 18%
１９年 １５，２８７ 237 227 235 長野 13%
２０年 １３，３６９ 227 245 246 静岡 12%
２１年 １４，２１３ 209 206 213 和歌山 10%
２２年 １２，１４８ 252 269 290

５ ヵ年平均 １３，９０３ － － －

２３年見通し １３，７００ － － －

１８年 ４，５６９ 276 273 268 静岡 31%
１９年 ６，１９３ 185 147 145 和歌山 20%
２０年 ４，６２４ 217 231 229 三重 16%
２１年 ４，９００ 182 155 145 愛知 14%
２２年 ４，３６５ 216 253 251

５ ヵ年平均 ４，９３０ － － －

２３年見通し ４，５００ 200 200 200

１８年 ２，９３４ 226 239 236 岐阜 58%
１９年 ２，７５６ 217 249 241 和歌山 17%
２０年 ２，７１６ 155 184 175 三重 10%
２１年 ３，１５７ 165 175 173 0 0%
２２年 １，８２１ 288 326 368

５ ヵ年平均 ２，６７７ － － －

２３年見通し ２，６００ 240 230 200

 前年及び本年の

２２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は岐阜、和歌山、三重。台風の
影響で落下、すれ、傷が多少見られる。
　入荷量は、少なかった前年を大幅に上回
り、価格は高かった前年を大幅に下回る見
込み。

か
　
　
 
　
き

２３４
２３５
１７２
１７１
３２８

２２０

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は、静岡、和歌山、三重。表年
だが、生理落下が多く、数量は少ない。大
玉傾向でＬ玉中心だが、価格に伸び悩みが
ある。雨が多かったため、酸味、糖味とも
に少なく、味が心配。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

２７３
１５８
２２７
１５９
２４３

２０８

 前年及び本年の

２２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　主な産地は長野、静岡、和歌山。りんご
は、着果はしているものの、生育はやや遅
れ気味。いちごは花芽分化が早く、生育も
順調。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

果
　
　
実
　
　
計

２７７
２３３
２４０
２０９
２７１

２４５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１８年 ４９，２４７ 283 296 320 愛媛 16%
１９年 ５３，８５８ 245 233 238 熊本 10%
２０年 ５２，０８３ 234 243 251 フィリピン 10%
２１年 ５２，４４０ 208 204 215 山形 10%
２２年 ４６，７９６ 263 271 289 （愛知産比率 1%)

５ ヵ年平均 ５０，８８５ － － －

２３年見通し ４９，０００ － － －

１８年 ２０，２２７ 284 292 291 愛媛 29%
１９年 ２５，８２７ 183 171 159 熊本 19%
２０年 ２１，８４４ 219 235 233 長崎 15%
２１年 ２３，１００ 173 159 157 佐賀 9%
２２年 ２０，１５４ 222 248 251 （愛知産比率 0%)

５ ヵ年平均 ２２，２３０ 212 210 206

２３年見通し ２２，０００ 230 220 210

１８年 ７，２７５ 255 265 289 新潟 20%
１９年 ８，１７０ 242 233 229 奈良 16%
２０年 ８，７５１ 184 186 192 和歌山 12%
２１年 ７，８２５ 183 196 207 福岡 10%
２２年 ６，４９１ 310 327 356 （愛知産比率 10%)

５ ヵ年平均 ７，７０２ 231 237 249

２３年見通し ７，３００ 280 260 230

 前年及び本年の

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　「平核無」は新潟、「富有」は奈良、福
岡、岐阜から入荷する。新潟産は肥大良好
で上中旬に入荷が多い。奈良産は生理落果
が多く小玉傾向。和歌山産は上旬までが出
荷のピークであるが小玉傾向である。
入荷量は不作だった前年をかなり上回り、
価格は前年を大幅に下回ると見込まれる。

か
　
　
き

２６６
２３６
１８７
１９４
３２７

２３７

 前年及び本年の

２１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛媛、熊本、長崎中心に入荷。極早生か
ら早生に切り替わる。表年にあたり、各産
地ともに大玉傾向で不作だった昨年を上回
る予想。愛媛産は玉肥大も良好で中旬から
入荷量がまとまってくる。
　入荷量は不作だった前年をかなり上回り
価格は前年をかなり下回ると見込まれる。

み
　
　
か
　
　
ん

２８４
１６９
２３０
１６２

２０７

２４３

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん、りんご、かき等が入荷する。り
んごは「ふじ」中心で前年を下回る入荷。
山形の西洋なしは昨年同様で小玉傾向であ
る。みかん、かきも不作だった昨年を上回
るが平年より少ない予想。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回ると見込まれる。

果
　
　
実
　
　
計

２９９
２３９
２４３
２０９
２７４

２５２  前年及び本年の

２６０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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切　花　・　鉢　花　の　１１　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１０月２１日現在）

実 １９年 ３，３４９ ３９

２０年 ２，１７０ ６３

績 ２１年 ２，３３９ ５１

２２年 １，４９８ ５６

２，３３９ ５０

１，８００ ５０

概
　
要

実 １９年 １，５４０ １４

２０年 １，０８７ ２６

績 ２１年 １，３０３ ２２

２２年 ６０７ ２６

１，１３４ ２１

７３０ ２４

概
　
要

実 １９年 １，９３８ ２０

２０年 １，０７４ ３４

績 ２１年 １，３００ ２７

２２年 ８９２ ３９

１，３０１ ２８

１，０００ ３５

概
　
要

実 １９年 ２１５ ７４

２０年 １１２ １０６

績 ２１年 １７２ ６５

２２年 ８７ １１４

１４６ ８４

１０４ １０３

概
　
要

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

愛知、三重、沖縄等から入荷。１１月に入ると品種の切り替わりが完全に行われる。「神
馬」をはじめ「精興の誠」「晃花の富士」などが中心。「精の一世」「特馬」「奇の空」
は若干ではあるが出荷される。沖縄産は１０日あたりから白、黄ともに入荷予定。一部台
風の影響はあるものの、出荷は昨年並み。作柄も特には問題ない。

　　　　　区分
実績等

４ヶ年平均

２３年見通し

４ヶ年平均

２３年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

長野、愛知、北海道から入荷。今年は夏場の集中出荷が昨年よりも少なく、長く続く出荷
が多いが、全体的に彼岸明けから菊類の減少により相場が上がり、ブライダル系も強い。
県内の出だしが順調であり、１１月はそこそこに荷物もあり、品薄感は和らぐ。

４ヶ年平均

愛知を中心に奈良、静岡、沖縄から入荷。
暖地作（地物）は１０月物が遅れたことでやや多めの出荷となろう。しかし、高冷地産が
完全に終わり、今後はあまり多くない状況となる。沖縄産が始まるまでは入荷量は少なめ
で推移、沖縄産は１１月中旬以降からの出荷。

４ヶ年平均

２３年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

２３年見通し

高地、熊本、和歌山より入荷。
高冷地は終了し、山地産に移行し、前半から徐々に増えてくる。
業務中心で価格はやや弱めの動き。

単位：千本、円／本
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実 １９年 ５８１ １２８

２０年 ３３０ １６４

績 ２１年 ３６９ １４７

２２年 ２５８ ２１４

３８４ １５５

３１０ １９０

概
　
要

実 １９年 ８５６ ４７

２０年 ３９６ ８４

績 ２１年 ４０４ ７６

２２年 ４４７ ７４

５２６ ６５

５００ ７０

概
　
要

実 １９年 ２，００６ ４３

２０年 ９３７ ８０

績 ２１年 ９９７ ８０

２２年 ８４４ ７７

１，１９６ ６４

９２４ ７０

概
　
要

実 １９年 １，８５１ ３８

２０年 １，４７３ ４３

績 ２１年 １，４２０ ４２

２２年 １，４９５ ４１

１，５６０ ４１

１，６００ ４２

概
　
要

枝
　
　
も
　
　
の

４ヶ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

ゆ
　
　
　
　
り

４ヶ年平均

２３年見通し

鉄砲は高知、鳥取、岐阜から入荷。少なめの入荷で価格は安定。LAは埼玉中心に高知など
から入荷。入荷量はあまり多くないが、需要期でもなく、動きは悪い。OHは高知、埼玉、
静岡、新潟など各地から入荷があり、苦しい展開。

ば
　
　
　
　
ら

４ヶ年平均

２３年見通し

愛知、岐阜、三重、和歌山、静岡から入荷。主力は暖地産となり、入荷も順調な見込み。
品質も向上し、販売も堅調な見込み。業務需要はやや落ち着きそう。

２３年見通し

静岡、長野、岐阜等の産地が中心として入荷。
秋物から冬物へ時節を演出する物へと変わっていく。稽古需要も少なく、同じ物が集中す
ると苦しい展開になりそう。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

４ヶ年平均

２３年見通し

愛知、鹿児島、高地、徳島等国産に加え、輸入物が入荷。
シンピジュームは例年のように国産品が増え始める。気候的に安定していることもあり、
市況はラン系は全般的に保合基調と予想される。

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　10月3日現在）

１８年 １７，４１６ ９１９

実 １９年 ２０，３４５ ７３３

２０年 １６，２７７ ６５６

績 ２１年 １６，９５５ ６５０

２２年 １４，５７６ ５７６

１７，１１４ ７１３

１４，０００ ５００

概
　
要

１８年 ５７，４６２ ４２０

実 １９年 ６７，３８２ ３９５

２０年 ４９，６１０ ３７５

績 ２１年 ４１，７８０ ４０８

２２年 ６３，１０１ ４１８

５５，８６７ ４０４

６３，０００ ４００

概
　
要

１８年 １，０２５，５２８ ２７０

実 １９年 ８４８，８０７ ３１８

２０年 ７９３，４０５ ３１５

績 ２１年 ８３７，７９４ ３００

２２年 ９２８，８９８ ２９４

８８６，８８６ ２９８

９４０，０００ ２８０

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　今シーズンは盆明けの早出しより苦戦ぎみ。9月は関東物の入荷が主であったが、10月よ
り知多産へ移行している。この月は予約相対品が主でありセリ品は少なそう。ただ、セリ
品は厳しい単価となりそう。
　昨年１１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（８０．３％）、２位埼
玉県（１４．８％）、３位茨城県（３．９％）となっている。

５ヶ年平均

２３年見通し

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

　残暑の影響がないため、順調に生長しているので、入荷量は増加か。（５号鉢は昨年並
み。４号鉢は増加。）入荷ピークは中旬頃。
　昨年１１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（３７．６％）、２位長
野県（２６．２％）、３位北海道（５．８％）となっている。

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　入荷量は昨年並みか。耐寒性のあるグローカル、ストリクタ、ヒロバドラセナ等が多く
入荷する。ユッカは生産減のため入荷減。耐寒性のあるドラセナ類で観葉全体の価格の底
上げを計りたい。
　昨年の１１月の主要県の入荷量（金額ベース）は、１位愛知県（５８．８％）、２位鹿
児島県（１６．１％）、３位沖縄県（１１．９％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２３年見通し

５ヶ年平均

２３年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１８年 ７０，１８９ ２，６０４

実 １９年 ６７，６６９ ２，７０１

２０年 ６０，８０３ ２，４００

績 ２１年 ６６，８５６ ２，３００

２２年 ５３，０２５ ２，５４８

６３，７０８ ２，５１３

５３，０００ ２，５００

概
　
要

１８年 ５０，２９７ １８０

実 １９年 ４５，０７７ １９５

２０年 ４１，３７９ １７４

績 ２１年 ５３，５３９ １７０

２２年 ４５，４２５ ２０３

４７，１４３ １８４

４５，０００ １９０

概
　
要

１８年 １，４１１，９２４ ３６

実 １９年 １，２８２，４９５ ４９

２０年 １，１４０，４６０ ４１

績 ２１年 １，１３７，１６１ ４１

２２年 １，０３８，８２７ ５３

１，２０２，１７３ ４４

１，１００，０００ ４０

概
　
要

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２３年見通し

　入荷量は昨年並みか。２．５号～６号鉢で順調に入荷しそう。新品種等の入荷で全体の
価格の底上げを図りたい。
　昨年１１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位岐阜県（４８．７％）、２位埼
玉県（４０．８％）、３位茨城県（４．５％）となっている。

２３年見通し

　残暑の影響がないため、早生種は順調に生長しているので、入荷量は微増か。晩生種
は、原油高騰で春（４～５月頃）に追い焚きが出来ず、生長が遅れているので、入荷量は
微減か。
　昨年１１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（５１．９％）、２位徳
島県（１０．３％）、３位高知県（８．０％）となっている。

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格

２３年見通し

　残暑の影響がないため、順調に生長しているので、入荷量は増加か。月前半は花付き良
品は多そうだが、後半は減少か。
　昨年１１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（４９．９％）、２位奈
良県（１４．７％）、３位三重県（１１．６％）となっている。
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５ヶ年平均

単位：鉢、円／鉢
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 50,394 114.8 5,487,465 110.4 109 96.2 565,370 1,519 50,243,228 1,088 89 71.6

トマト 320 139.8 90,345 153.0 283 109.4 1,555 558 467,029 706 300 126.5

たまねぎ 21,875 128.8 631,776 110.1 29 85.5 243,975 1,467 10,201,064 1,575 42 107.3

にんにく 2,668 131.5 386,250 81.9 145 62.3 12,722 663 2,522,026 1,005 198 151.4

ねぎ 4,920 117.0 552,546 147.1 112 125.7 35,112 1,265 3,112,678 869 89 68.7

ブロッコリー 3,602 91.7 514,996 92.6 143 101.0 22,398 663 3,653,631 712 163 107.4

結球キャベツ 986 99.9 29,164 93.3 30 93.4 21,808 7,763 710,783 5,077 33 65.4

にんじん・かぶ 6,696 88.4 324,107 122.0 48 138.0 56,552 1,243 2,715,928 1,063 48 85.6

ごぼう 3,869 124.6 201,162 126.1 52 101.2 28,561 971 2,406,301 1,597 84 164.5

えんどう 133 258.1 43,683 328.0 327 127.1 1,407 2,584 400,411 2,794 285 108.1

アスパラガス 189 114.8 108,198 119.1 572 103.8 7,776 4,174 3,747,299 3,168 482 75.9

まつたけ 338 76.6 1,170,366 100.3 3,459 131.0 446 88 1,578,077 130 3,535 148.7

しいたけ 165 100.4 42,623 103.4 259 103.0 3,048 2,840 791,335 2,846 260 100.2

かぼちゃ 355 197.8 29,785 214.3 84 108.3 89,458 43,618 5,660,112 30,834 63 70.7

果実（生鮮・乾燥） 164,986 110.7 19,380,606 117.7 117 106.2 1,333,536 866 156,353,802 912 117 105.2

バナナ 88,337 100.8 6,450,997 107.5 73 106.7 729,664 770 50,730,981 669 70 86.9

パイナップル 15,427 131.8 909,346 130.6 59 99.1 107,177 882 6,362,482 816 59 92.4

レモン 8,672 139.2 777,947 127.5 90 91.6 38,386 776 3,998,475 812 104 104.6

オレンジ 11,584 135.6 1,018,728 134.5 88 99.2 96,517 1,127 8,989,122 1,081 93 95.8

グレープフルーツ 13,165 128.6 867,700 134.7 66 104.7 136,256 1,029 11,251,027 1,382 83 134.4

メロン 1,857 89.2 163,632 96.9 88 108.5 22,993 1,366 2,354,589 1,868 102 136.7

ぶどう 308 223.6 73,707 217.1 239 97.1 8,753 5,878 1,508,050 3,918 172 66.6

キウイ 10,883 117.8 3,275,322 118.6 301 100.6 52,236 698 16,309,381 714 312 102.2

いちご 576 112.7 460,832 109.3 801 97.0 1,445 261 1,165,443 236 807 90.6

切花（生鮮・乾燥） 4,783 102.1 3,293,520 100.4 689 98.3 26,580 678 18,637,380 648 701 95.6

鳥獣肉類 166,243 106.5 70,491,472 106.5 424 100.0 1,237,065 1,033 539,102,396 1,024 436 99.1

牛肉（くず肉含む） 47,217 104.0 18,096,925 101.2 383 97.3 336,262 864 138,948,545 875 413 101.2

豚肉（くず肉含む） 63,674 95.8 33,407,542 95.8 525 100.0 518,735 986 272,046,102 986 524 100.0

鶏肉 47,501 129.8 14,066,780 162.0 296 124.8 319,847 1,469 88,812,276 1,874 278 127.6

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 146,919 101.1 88,992,206 105.2 606 104.1 1,127,038 848 619,233,208 844 549 99.4

まぐろ類 2,179 10.8 316,308 1.9 145 17.9 100,173 540 83,954,696 577 838 106.9

さば・さんま・あじ・いわし 3,704 90.9 592,773 81.8 160 90.0 46,919 1,182 7,655,237 1,337 163 113.1

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 369 115.5 279,000 112.1 756 97.0 11,201 1,878 3,875,785 1,078 346 57.4

うんしゅうみかん 10 239.1 12,704 253.1 1,337 105.9 158 3,248 109,946 2,230 695 68.6

りんご 72 129.8 31,895 116.2 443 89.6 10,288 5,538 3,049,184 4,303 296 77.7

なし 100 672.5 52,545 637.5 523 94.8 122 119 61,295 133 504 111.3

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 121,454 66.0 - - - - 1,279,142 665 - -

緑茶 197 106.7 388,843 112.4 1,977 105.4 1,628 913 3,150,245 1,077 1,936 117.9

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

８ 月 ま で の 累 計

（２０１１年）

品 名
８ 月

主要農林水産物の輸出入実績



関 連 指 数 
 

 

全  国 平成22年＝100 
消費者物価指数 

愛知県 平成22年＝100 

 
農業物価指数 （平成17年＝100） 

 
項 目 

 

年 月 総 
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類 

 
項 目

 

年 月 農産物
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米 

 

野 菜 

 

果 実

 

畜産物

 

22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

 
 
 

 

 

 22年平均 95.7 98.0 100.7 91.5 98.5

23年 4月 99.9 96.7 97.2 100.4 100.1 23年 4月 95.6 86.0 92.0 81.1 103.4

5月 99.9 89.1 101.1 100.0 99.8 5月 92.6 86.4 88.2 91.3 103.6

6月 99.7 93.5 100.9 100.0 100.0 6月 95.7 86.4 108.3 105.1 103.5

7月 99.7 95.1 99.9 99.7 100.8 7月 98.8 86.3 111.9 151.9 101.9

全

 

国

 

8月 99.9 93.4 101.3 99.6 101.9 8月 91.7 86.8 92.5 105.8 101.6

22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0   

23年 4月 99.7 98.0 98.9 103.3 101.5 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

5月 99.6 92.1 102.9 101.7 100.1  

6月 99.7 97.4 100.1 103.5 102.7

7月 99.6 96.2 103.3 101.6 103.7

愛

知

県

 

8月 99.7 93.4 102.5 102.8 104.4

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 
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品目 
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年 月 

 ５kg １kg 100g 1kg 

22年平均 2,236 158 172 603 419 313 142 314 203 510 615 201 447 

23年 4月 1,777 162 266 577 409 484 158 489 287 386 511 156 467 

5月 1,809 125 200 595 279 430 127 400 267 398 499 164 516 

6月 1,797 109 194 651 338 401 145 332 204 514 504 172 502 
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品目 

単位 

 

年 月 

１kg 100g １kg 100g １本 100g 

22年平均 604 312 382 143 254 682 603 162 166 326 223 752 479 

23年 4月 - 307 378 119 230 878 552 145 156 302 222 851 405 

5月 - 283 344 130 227 795 551 168 156 307 218 855 407 

6月 - 280 354 - 224 733 544 143 159 293 233 818 411 

7月 - 278 354 - 219 800 541 146 161 287 224 835 453 

8月 - 285 383 - 226 798 542 155 173 294 230 853 436 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいち農産物生産流通レポート №461

平成２３年１１月発行 

農林水産部食育推進課 

〒460-8501 

名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４１７   

 

 

いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 
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